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1主 題設定の理由

ここ数年 のマ スメデ ィアの急速 な発達 は中学生を とりま く音楽環境 を大 き く変 えて きた。 身

近 に音楽 が満 ち あふれ、彼 らは多様 な ジャンルの音 楽を容易 に手 に入れ楽 しむ ことがで き るよ

うにな った。 また、時を同 じくして発達 したコ ンピュー タを利用 して、 ご く簡単 に作曲 した り

演奏 す ること も可能 である。 こうした ことが、彼 らと音楽 との関わ り方に大 きな変化 を もた ら

してい ると考 え られ る。

今 日の中学 生 は、耳 な じみ の良 い音楽 には強 い興 味を示すが飽 きやす い。 目先 を変 えて 次 々

と興味 を移 すが、本当 の感情 をなか なか出 さない。校 内の合唱 コンクールな どで は大 いに積 極

性 を見 せ る一 方、音楽 の本質 と関係 のない賞 など、結 果 にこだわ る傾 向があ る。 これ らは、本

年度 の教育 研究員 の一致 した今 日の中学生 の姿で ある。

これまで、中学校 にお ける音楽教育 は、音楽の表現 や鑑賞 を通 して、音楽 的な知識技能 を身

にっ けるとと もに、多感 な時期 を迎 えて いる彼 らの心 に働 きか け、 自らの心 の動 きに気づ か せ

感動 と して 自覚 させて 、心豊 かな人間へ と成長 させ ることを 目標 と して きた。

この原点 に立 ち戻 り、今年度 の研究員一 同は、

1感 覚が鋭敏 にな る中学生 には、耳 な じみの良 い表面的 な音楽で はな く、 さ らに踏 み込 ん

で、彼 らの感動 に直接訴 え る音楽 に触 れさせ たい。

2自 ら進ん で 「本物 の音楽」 を選 び取 る見識を養 うことにより、生涯音楽を愛好 し続 け る

基礎 的 な力 を身 に付 けさせ たい と考え た。

近年 、一人一人 の個性 を尊重す る学習指導要領の考え方が定着 し、音楽科 にお いて もさ まざ

まな指 導方法 の工夫改善 が試 み られている。 しか し、授業で は、生 徒 たちに良 い音楽 を体 験 さ

せ るため に、表現 させ る(演 奏 させ る)指 導が依然 と して授 業の中心 を 占めてお り、工夫 改善

の余地 を大 いに残 してい ると考 え られる。特 に中学校で は、合唱や器楽合奏が授業 の中心 で あ

り、 これ まで大 きな成果を あげて きた。 た しか に表現 活動 は効果 的であ るが、次の よ うな問題

があ るとい う点 で意見が一致 した。
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歌 った り演奏す る(表 現す る)こ と自体が 目標 とな りがちであ る。

表現 の ための知識 ・技術 の伝達 に終始 しやす い。

教 師主導型 の一斉指導 にな りやす く、授業形 態や指導法 の工 夫が不足が ちで あ る。

練 習 に多 くの時間がかか り、他領域 とのバ ラ ンスに問題 があ る。

今年度 の教 育研究員一同 は、中学校音楽科の授業 にお いて、表現活動 が基本 であ る ことは認

めなが らも、 より一 層の工夫改善の必要 を痛 感 した。また、生徒 たちが表現 す るた めの知識 や

技能 を身 に付 けることが、本来の音楽の授業の 目的であ るとい う考 えに対 して も、疑問 を持 っ

に至 った。 また、教師主導型 の授業を改め、生徒一人一 人が生 き生 きと活動 で きる授業 こそ が

真 に一人一人 を大切 にで きる授業であ ると考 えた。そ こで、一人一人 の生徒 を生 き生 き と活 動

させ る指導 の工 夫をす ることで、表現活動の もっ問題点 があ る程度解決 で きるので はないか と

考 えた。 その結 果、表現領 域(歌 唱、器 楽)に 絞 って、指導法 の工 夫 を中心 に、 「生徒 一 人一

人 が、主体 的に生 き生 きと活動す るための指導法 と工夫」 とい う研究主題 を設定 した。
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II 研究の経過

本年度 の研究員総会後 、月例会 にお いて各学校 の実状 について意見交換 し合 い・それ に基 づ

き研究主題 を設定 した。

【5月 】

各学校 か らの報告 に基 づ き・現状 と課題 につ いて討議 した結果 ・生 徒 に主体 的 な活動 を させ

ることを研究主題 の中心 に置 くことで意見が一致 した。 また・研 究 に当 たって は・表現領 域 で

あ る歌 唱 と器楽 に絞 り研究 を進 ある ことを確認 した・

【6月 】

前 回の確認を受 け、「歌 唱 と器楽 を中心 と し、生徒 が主体的 に活動す るための指導 法の工夫 」

とい う研 究主題を設定す る ことで意見が一致 した。 さ らに、研究員が歌唱 と器楽 の グルー プ に

分 かれて、 この主題 にど う取 り組ん でい くか、中学校音楽科の 目標を踏 まえ、方向性 を協 議 し

た。 そのため のア ンケー ト調査 を実施 した。

【7月 】

研究主題 に沿 って作成 したア ンケー トの結果を持 ち寄 り、検討 した。 また、各研究員 の作 成

す る年 間指導計画 とその中 の任意 の1時 間 の学習指導案 の検討を行 い、次 の研究方針 を確 認 し

た。

(1)各 学 校か ら出された指導上 の問題点、生徒 の現状か ら研究を ス ター トさせ る。

② 歌 唱指導 と器楽指導上 の基本的 な問題 を検討す る。

(3)指 導の工夫 を具体化 す るとともに、視聴覚機器等 の活用 を図 る。

(4)学 習指導要領 に基づ いた研究 であ ることを確認す る。

【8月 ・御岳集会】

各研 究員 の持 ち寄 った年 間指導計 画 と1時 間の学習指導案、及 び各学校か らの報告やア ンケー

トの結 果 を踏 まえ、検討 を加 えた。特 に、「生徒が主 体的 に活動 す る」 と は具 体的 にど うい う

姿 なのか意見交換 された。また、生徒 の現状 の背景 であ る社会 的問題 な どにっいて もさ らに深

く検討 が なされた。その結 果、指導法 を工 夫す る具体 的な場面 を明確 にす ることがで きた。

【9月 】

8月 の御岳集 会の成果 を もとに、指導 法の工 夫の具体化 に向 け協議 を深めた。報告書 の作成

を念頭 に置 き、 どの ようにまとめるか協 議を進 あた。

【10月】 【11月】

報告書 の執筆 に向 け、 これ までの研究 の成 果をま とあ る作業 に入 った。執筆 の分担や、 ま と

めかたの方法 な ど具体 的に協議 した。 また、本研究 の趣 旨を充分反 映 した指導 事例 の作成 に 向

け臨議 を深 あた。

.以 上 の よ うに、本年度 の研究員 は表現 領域 におけ る生徒一人一人 の主体 的な活 動 を重視 し、

・ 目標達成 のために はどのよ うに指導 内容 、方法を工夫 改善 すべ きか、よ り具体 的かつ効果 的 な

方策 を追 求 した。 また、研 究授業の概 略の検討 や役割分担 な ど発表会 に向 けての準備 を開始 し

た。
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皿 研究の内容

研究 に当た って は各学校 の現状 を理解 し合 い、十分 な検討 を加えて問題点 を明確 にす るこ と

が必要 である と認識 し、極力意見交換 を深 めるよう努めた。また、各学校 の地域性、学校規模 、

入学 して くる生徒 の出身小学校 との関連、研究員の経験年数等 、 さまざま異 な った条件が あ る

中で共通 の課題 を精選 し、指導 の工夫点を拾 い出 した。

1歌 唱

(1)現 状 と課題

歌 唱 において は各学校か ら様々 な報告 がな された。以下 はその内容 であ る。

ア 現状

・自主的 な活動 をす る意欲に乏 しい。

・合唱 コ ンクールなどの行事 に は積極的 に取 り組 むが、勝 ち負 けに こだわ り、音楽 の 本

質 に触れ る機 会が少 ない。

・声を出す ことに男子 は消極 的であ る。

・女子 は声が細 い傾向があ る。

・生 徒が興 味、関心 を もっ教材選 びに苦心 している。

・パ ー ト分 けの基準 がなかなか はっきりしない
。

・時間的制約 か ら、音 を取 り、一通 り歌 って終わ りという場合が多 い。 そのため音 楽 を

よ り深 く掘 り下 げ ることが難 しい。

・教 師主導型 の授業 にな りがちである。

・パ ー トリーダーの育成 が難 しい。

イ 課題

・生徒 の変化を的確 にと らえ、意欲や主 体性 を引 き出せ る工夫 。

・生徒 のや る気 を起 こさせ る教材選 び。

・主体的 に活動 させて い くた めの方法 と リー ダーの育成 。

② 生 徒一人一人が主体的 に生 き生 きと活動 す ることの意義

私 た ちは、与 え られ た課題 にっ いて意図 を感 じとり、達成 に至 る過程 と自己の果 たす 役

割 にっ いて想像 し、結 果が価 値あ るもの と判断 した時 に、積極的 に取 り組 む姿勢 が生 まれ

充実感 を得 ることがで きると考 え る。また、 この ことが生徒一人一人 が主体的 に生 き生 き

と活動 す るための原動力 とな り、楽 しさや感動、向上心が生 まれ る。 こ うして、 自ら工 夫

しよ うと した り、協力 す る喜 びや思 いや りなど人間性 に直接関わ る情操 の育成 が図 られ る

と考 え る。 この結果 、生涯学 び続 ける自己教育力 に結 び付 き最終 的に 自 ら創 りだす音 が生

徒一人一人 の人生 をよ り豊か な ものにす る出発点 と しての重要 な意 味を もっ と考 え る。 ま

た、生徒一人一人 が主体的 に生 き生 きと活動す るには、教 師の一 人一 人を見 る目が大 変大

切 にな って くる。 こうした目を養 うことが音楽の教 師に不可欠 であ り、生徒の良 い点 を伸

ば して い こうとい う、 これか らの評価 に目を向 けることとな り、音楽科 の教 員 にと って も

意義深 い ものである と考え る。

(3)指 導法 の工夫
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ア 雰 囲気つ くり.

・環境 を整 え、教室 に入 ると心 が安 らぐよ うな配慮を した り、CDを 流 した りして、意

欲的 に歌 お うとい う気持 ちが持 て るよ うな言葉か けの工 夫や発問 の工夫 をす る。

・教師 と生徒 の関係 や生徒相互 の人間関係を大切 に して い くために次 のよ うな点 に留 意

す る。

・チ ャイム着席 で授業 が始 め られるよ うに習慣づ ける。

・座席 はパ ー トごとに座 り、その場 です ぐ合唱 ができるよ うにす る。

・パ ー トの中心 にパ ー トリー ダーの席 を配置す る。

・音楽係 に忘 れ物 の点検 な どを させて、 自主的 な活動 をさせ る。

イ 発声指導 の工夫

・発声練習用 の短 い楽曲や、既習 曲の一部 を使用 して練習す るなど工夫す る。

・合唱 な どの範唱 ビデオやLDと 自分 たちの演奏 の記録 と聴 き比 べ、姿勢や口の開 け方 、

響 きな どにっいて気 づいた ことを話 し合 った り発表 して、次 の練習 に役立 て る。

・音域確認 カー ドを工夫 し、 自分 の声 がよ く響 く音域 に色 を塗 らせ るな どして、 自分 の

声 の音域 にっいて意識 させ る。また、男子生徒 は年度始 めに実施 した もの と比較 す る

ことによ り、 自分 の音域 の変化 を知 ることがで きる。

ウ 授業形態 の工夫

・パ ー トリー ダーがま とめやす いよ うに座席 の位置 を工夫す る。

・パ ー トリーダーが音取 りの うま く行 かない生徒 を補助 しやす いよ うに、そ ばに座 るな

ど して座席 の位 置を工夫す る。

・音取 りの進 んだ生 徒が、完全でな い生徒を補助 す るな ど組 み合わせを工夫す る。

工 表現 を深め るための工夫

・ア レンジされて いる教材 をオ リジナル編成の演奏 と聴 き比べ、効果 の違 いにっいて 知

る。

・指定 され たテ ンポ以外 のさまざまなテ ンポで演奏 して、受 ける印象 の違 いについて知

る。 また、 その教材 にふ さわ しいテ ンポのあることを、歌詞 などか ら受 け る印象 と合

わせ話 し合 うなど して、表現 を深 めてい く手がか りとす る。

・さまざまな調性 で演奏す ることによ り、調性 の持っ音色や効果、受 け る印象の違 い に

っ いて考 えさせ る。

・練習の際 、段落 ごとに区切 り、それぞれの部分 を、歌詞 の内容 と旋律 の動 きを照 ら し

合わせ なが ら、どのよ うに工夫 して演奏 した らよいか考えさせる。また、工夫点をカー

ドに記録す るなど して具体 的な表現 にっ なげる。

・無伴奏 で演奏す ることで、 自分 のパ ー トの音や全体 の響 きを意識 させ るとともに、ハー

モニー感 を育成す る。

・音楽室 を離 れ、廊下 や階段 の踊 り場 など、校内 の響 きの豊か な場所 を生徒 た ちに探 さ

せ るなど して歌 わせ るな ど工夫す る。

・歌詞 は同 じで、異 な る作 曲者 による作品 を聴 き比 べ、受 ける印象 の違 い と表現 の 多様

性 にっ いて知 る。
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・速度記号 や発想記号 など、さまざまな記号 につ いて表現方法 を工夫 す る。例え ば、 リ

タル ダン ドや フェルマー タなどにっ いて どの程 度表現す るのが適 当か話 合わせ るな ど

して、 さまざま試 み検討す る。

オ 選曲 の工夫

・変声期 の生徒 に配慮す る。

・男子 に女子 のパ ー トを歌 わせ るなど、柔軟 に対処す る。

・無伴奏 の教材 を適宜取 り扱 う。

・中学校3年 間 を見通 し、発展的、系統的な選 曲を行 う。

・リズ ミカルな教材 や旋律 の要素 の強 い教材 など、指導 のね らいに即 した選 曲を心 が け

る。

・合唱 コンクールの際 は、 クラスの雰囲気を生 かせ るような選 曲をす る。

力 評価 の工夫

・観点 を明確 に したカー ドを工夫 し、生徒 に相互評価 させ る。その際、で きるだ け良 い

点 をみっ けるよ う指導 す る。

・練 習の課程 や発表 会の反省 について、生徒一人一人 に記録 させ る評 価 カー ドを工 夫 す

る。

・グループ によ る発表 の機 会を作 り、相互評価 しやす いよ うな形態を工夫す る。

・教 師が評 価す る際、で きるだけ一人一人 の生徒 を観察 し、音楽的成長 にとどま らず、

意欲 や態度 、興 味関心 な ど総合的 に評価す る。

・歌 の テス トの際 は、で きるだけ個人指導す る機会 を作 り、課題意識を与え た り、励 ま

すな ど して、生徒一 人一 人の実態 にあ った指導 をす る。その際、個人指導記録(歌 唱

の カルテ)の ような ものを工夫す るなどす ると、縦断的 な指導資料 となる。

音 域 チ ェ ッ ク カ ー ド H. 月 日

・姿勢 や 口のあ け方 に注意 しよ う。

・の どに力が入 らないよ うに しよ う。

・響 きに注意 しよ う。

・教室 のすみずみまで響4・た音域 に色 をぬ ろ う。
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2器 楽

(1)現 状 と課題

中学校 の授業 で扱 う楽器 に は、弦楽器 、管楽器 、打楽器 、鍵盤楽 器、電子楽器、和楽器 、

民 族楽器 などであ るが、現在 の授業 では、 ソプ ラノ、アル トリコー ダーが主流 であ る。 リ

コーダーには、音色 が美 しい、音 が比較 的出 しやす い、価格 的に手 に入れ やす いな どの メ

リッ トが ある。 この ことは器楽指導 において大切 な ことであ る。

しか し一方 では、曲 を表現す る以前 に運指 でつ まず いた り、音量 がそれ ほど大 きくな く

音 色 も柔 らか いので、教 師が適切 な指導 を行 わない と生徒 に とって は 「地味でお もしろ く

な い楽 器」 にな って しま う心配 があ る。

教 師 は、楽器 の魅力 や表現力 の可能性 を充分 に理解 し、生徒 たちに伝えて い くことが 重

要 であ る。 リコーダーを指導す る場合、 まず教 える側 がその活躍 した時代の音 楽を知 り、

演奏 を聴 き、音色の奥の深 さや表現 の豊か さを認識す る必要 がある。その ことによ って、

生徒 たち は リコーダーの持っ音楽史的 な価値を しっか りと受 け止 あ、表現力 の素晴 ら しさ

に気付 き、興 味を深め、 自主的 に演奏 に取 り組み、名曲 に挑む き っかけに もなって い くの

ではないか と思われ る。

また、器楽 指導 にお いて は様 々な楽器を使 っての展開が可能 である。特 にギ ターや打 楽

器 は生徒 が興 味を示 し熱 心 に取 り組む傾向が ある。学校行事 に合わ せて リコー ダー以 外 の

楽器 も積極 的に取 り入 れ る工夫が必要で ある。

② 生徒一人一人 が生 き生 きと活動す ることの意義 と授業 にお けるその場面

器楽 におけ る活動 で は、一 人一 人が楽器 に触 れて音を出 し楽 しめるので、生徒 が主 体 的

に活動 で きる様 々な状況 が考え られ る。 まず、練 習を通 して技能の 向上 、 さ らに曲 の完成

を通 じて成就感 を得 ることがで きる。そ してそれが、 自信や喜 び、進 んで活動 しよ うとす

る意欲 にっ なが ってい く。楽器演奏を通 じて、音 を楽 しみ 自己表現 してい くことは、生 涯

楽器 に親 しみ、音楽 を愛好 す る心情 を育 て るたあに役立 って い くと思 われ る。

授 業 の中 では、まず個 人で演 奏す る場 合、教 師の助 言や評 価の工夫 などによ り、一 人一

人がその能力 に応 じて取 り組 む ことがで きる。また、合奏をす る場合 は、各 自が自分のパー

トを演奏す る ことによ り、皆 で一 っの音 楽をっ くり上 げて い くことがで きる。

演奏で きるまでの課程 において は、

ア 導 入で は、新 しい ことに気付 いた り、美 しさや楽 しさを感 じた りし、 そ こか ら楽器 に

対 す る興味 ・関心 が生 まれ意欲 にっ なが る。

イ 練 習の段階 では、 自分 が徐 々にで きるよ うにな ってい く楽 しさを味わ い、 自分の課 題

に一生 懸命 に取 り組む 。また、他 のパ ー トと合 わせ ることによ りそのお もしろ さや難 し

さを感 じ、お互 いに聴 き合 い、助 け合 い、工夫をす る。自分 の存在 感 も感 じられ る。

ウ 仕上 げの段階 になると、 自分が演奏 で きるよ うにな った とい う満 足感 ・成 就感 を味 わ

う。他 の生 徒の演奏を聴 くことによ り新 たな刺激 を受 け、 よ り一層意欲的 に取 り組 める。

このよ うに、楽器演 奏 では、すべて の段階 にお いて一人一人 が生 き生 きと活動す る こと

が十分可能 であ る。
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(3)指 導法 の工夫

ア 導入 の工夫

・共 有 の楽器 は清潔 に きちん と収納 してお き
、楽器 の扱 い方 の約束事 を徹底 してお く。

共有 の楽器 で も抵抗 な く使用 できるよ うに1年 次 よ り指導 す る。

・本 時の 目標を明確 に示す。 グループ練習を行 う時 は進 め方を確認 してお く。 また教 師

自身 の姿勢 と して、話を聞かせ る、合奏をす るな ど、今何 をす る時なのかを しっか り捉

え、生徒 にわか りやす く説 明 して い くことも必要 であ る。

。授業 の最初 に必 ず姿勢 や呼吸に気を付 けさせ
、 ロング トー ンや簡単 なハ ーモニーの練

習をす るな ど、あ る程度 同 じ流 れで全員 でで きることか ら入 り、 お互 いの音 を聴 き合 い

教 室 の中に美 しい音色 が響 くよ うにす る。

・生徒 は、 その時 の体調 、気分 、時間帯 などによ って授業 に対す る姿勢 がかな り違 う。

教 師 は常 に明 る く音楽 を楽 しもうとい う気持 ちで授業をすす めることで、生徒 に前 向 き

な気持 ちを もたせ る ことが望 まれる。

イ 楽器の表現力、可能性を伝え る工夫

・リコーダーの場合、木製 の楽器を見せて実際 に本物 の響 きを タ ンギ ングや息 の強 さ、

口の形 を変 え た りして演奏 してみせ、多様 な奏法音 色の違 い等 に気付 くよ うな発問 をす

る。必要 に応 じてCD、LDな どソフ トを利 用す る。

・独奏 、重奏 、伴奏付 きの もの、組 み合 わせの違 うもの等 を聴 かせ る。 この楽器 は本 来

こ うい う表現力 があ り、 自分 の もってい る楽器 で も努力次第 で これだけの音 が出せ る と

感 じさせ た り、 その楽器 に対 して興味 を もたせ た りす るよ うに工夫す る。

ウ グループ編成(ア ンサ ンブルの組み方、楽器分担)の 工夫

・ク ラスの生活班 をそのまま使 う。

クラスの生 活班を使 うことによ り、 クラスで培 った人間関係をそのまま生か し、スムー

ズに楽 しく練 習す ることがで きる。

・グループ分 けを 自由に し、気の合 う友達 同士 で編成す る。

自由にす ることによ り、よ り一層協力 して練習す る ことが可能 であ る。音 楽的 にで き

るグループは、難 しい曲など も協力 して仕上 げる ことがで きる。

・ク ラス全員 に楽器 を割 り振 ってか らグループを編成す る
。

それぞれの楽器 の人数を指定 した上で 自分の得意 な楽器を選択 させ、 それか らグル ー

プを希望等 で編成す る。そ の際音楽的な技能の高 い生徒 にはで きるだ け難 しいパ ー トを

選ぶ よ うに させ る。 自分の興味のあ る楽器を選択 した生徒 は意欲 的 に取 り組 む ことが で

き、 グループ内で にが手 な生 徒 に教 え るな どが可能 であ る。

・能力 が均等 にな るよ うに教 師が編成 す る
。

あ らか じめテ ス ト等 でその生徒 の能力 や適性 を把握 し、担任 とも相談 して編成す る こ

とが必要 な場合 もあ る。 その時 は、 どの グループ もお互 い教え合 った り励 ま し合 った り

で きるよ うになる。

工 選 曲の工夫

・教 師が選 曲す る場 合
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身 に付 けさせ たい ことを明確 に して 、その時 の目標 や各段 階 に応 じた ものを選 ぶ 。ま

た、生徒 の演奏能力を踏 まえ演奏効果 の上が るものを選ぶ。親 しみやす くよ く知 られ て い

る旋律を選 んだ り、逆 に、 ときには生徒 が自 ら触 れることが少ない曲 も紹介す る。

・生徒 が選曲す る場合(ア ンサ ンブルと して)

あ らか じめ何曲か用意 して お き、 その中か ら選択 させ る。その際 に難 しい旋律 は簡 単

に した り無理の ない音域 にア レンジす る ことも必要 である。1曲 また は2～3曲 の 中か

らグループ ごとに選 曲 させ る場合 には、 ク ラス全員 でそれ らの曲 を練 習 して曲 の雰 囲 気

をっ かませ る。その上 で選ばせ ることによ り、 グループでの練習 をよ り意欲的 に取 り組

ませ ることがで きる。 また、逆 に演奏 したい曲を持 って こさせ、楽器 にふ さわ しいか 音

域 はど うか、技 術的 に可能か など、一緒 に検討す るの も良 い。 このよ うに自分達 の好 み

の曲 を演奏 で きることで、 よ り関心 が増 し、生 き生 きと活動 を進 め ることがで きる。

オ 練習形態(個 人 ・グル ープ ・全体)の 工夫

・全体練習

主 に基礎 的な ことの徹底、曲の全体像の把握 、各 自の課題 の確認 、全体 の響 きの味 わ

い等が 目的 とな る。その際、全体 の テ ンポを はっきり示す ことが大切 であ る。 また、 リ

コーダーの場合 ピアノ伴奏 も効果的で あるが、無伴奏 にす る ことによ って、 リコー ダ ー

の響 きをよ く聴 かせ ることが必要であ る。導入の時期 にお いて練習効果 を上 げるた め に

は、全体練 習 と個人練 習を短 い時間で繰 り返す必要が ある。

・グループ練習

一人一人 の役割 を はっき りさせ
、 また座席を グループのお互 いの音 が聴 き合え る よ う

に配置 し、個人 の演奏 で はな くグループで一っの音楽を作 り上 げる とい う意識 と協 力 体

制 を作 る。 グループ相 互 はで きるだ け離 し、練習時間を設定 して その グループの 中 で教

え合 うよ うに させ、教 師 は必要 に応 じて助言す るにとどめる。

・個人練習

各 自の能力 に応 じた段 階別の 目標 を設 けることによって、一人一 人が成 就感を味 わ え

るよ うに工夫す る。それ には一 人一 人の能力 にあ った課題 や生徒 の興 味 ・関心 を引 き出

す課 題 の設定 が求 め られ る。また、っ まづ きの原 因を各 自が発見 できるように工夫す る。

力 評価 の工夫(ア ンサ ンブルの発表方 法 も含 む)

・練 習 した曲は、で きるだ け発表 の機 会を作 る。音 楽の授 業内で終 わ らせて も良 いが、

学年 の了解 を得 て各 クラスの優秀 グループを学年 全体 発表会等 で発表 させ る。そ して、

それぞれ の グループの良 い面 や工夫 してい る点等 を全体 に紹 介 した り、お互 いに感想 を

述 べ させ た りす る。

・ア ンサ ンブルの、発表会 の時 に共通評価事項(ハ ーモニー、 リズム、音楽性 な ど)を

作 り、聴 いて いる生徒 と教 師が審査員 とな って評価 をす る。そ して、後 で発表 した りそ

の グルー プに知 らせ る ことでその グループの励 みにな り、また、他 の生徒 も真 剣 に聴 く

よ うにな る。

・生徒一 人一人 の意欲 を引 き出す ためには、結果 だけでな く過程 を評価す ることが大 切

であ る。その方法の一つ として カー ド等 を利用す るの も効果 的で ある。
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3指 導事例

指導事例1【 歌唱1】 題材名 『生徒に考えさせ、判断させる合唱指導』

第一学年

1題 材設定 の理 由

生 き生 きと主体 的に活動 す るために は、生徒 自身に考 え させ、判 断 させなが ら練習 を進 あ

る授業 の工 夫 が必要 であ る。合 唱の仕上 げの段階 においては、練習進行 の指針 をあ る程度 生

徒 自身 の判 断 にゆだね るために、 グループ指導 の工夫 を した。 その結果 、ま とああ げて い く

過程 を通 し、感動 と喜 びを共有 させ ることがで きると考 え、本題材 を設定 した。

2指 導 目標

(1)響 きのあ る声で、元気 よ く明確 な発音 で合唱 させ る。

② 曲想 を感 じと らせ、ふ さわ しい表現 やテ ンポを工夫 させ る。

㈲ 範唱 と生徒 た ちの演奏 の録音を比較す ることで、 より質 の高 い合唱 に して い くため に は

どの よ うな ことに気 を付 ければ よいのかを考 え させ る。

3教 材

混 声三部合唱 曲 「夢 は大空 を駈 け る」

範 唱CD「 夢 は大空 を駈 け る」

LD歌 劇 「アイーダ」

ビデオ 昨年 度校内合唱 コンクール録画

4指 導計 画(5時 間扱 い)

第1次(2時 間扱 い)

館蓬莱作詞

ベ ル デ ィ作 曲

渡部節保作曲

・ 「夢 は大 空 を駆 け る」 の範 唱 を聴 き、 お お ま か な 曲 の感 じを っ か ま せ る。

・パ ー トに分 か れ、 そ れ ぞ れパ ー ト リー ダー を 中心 に音 取 りを させ る。

第2次(1時 間 扱 い)

・電 子 オ ル ガ ンや ピア ノ で旋 律 を弾 きなが ら
、(ソ プ ラ ノ とア ル ト、 ア ル トと男 声 、 ソ プ

ラノ と男 声)と い うよ うに、2つ のパ ー トを 合 わ せ る。最 後 に混 声 三 部 で 合 唱 させ る。

・ピア ノ伴 奏 と合 わ せ て 合 唱 させ る
。

・パ ー トご との演 奏 と合 唱 を録 音 す る
。

第3次(1時 間 扱 い=本 時)

・4～5人 の グル ー プ に分 か れ
、前 時 の録 音 と範 唱 とを比 較 し、違 い を話 し合 わ せ る。

・ビデ オやLDを 視 聴 し
、発 声 と発 音 に関 して の感 想 を発 表 し合 う。

・歌 詞 を朗 読 し、 ど の よ うな イ メ ー ジを もっ て合 唱 す れ ば よ いか を話 し合 わ せ る。

第4次(1時 間扱 い)

・」=120と い う速 度 表 示 が な され て い るが
、 あえ て 」=72J=140と い う速 度 で も歌 って

み て 、 印象 を話 し合 い、適 切 な速 度 に っ い て考 え させ る。

・フ ェ ル マ ー タや リタル ダ ン ドの箇 所 を どの程 度 の表 現 に す るか
、何 度 も歌 って み て 決 定

さ せ る。

・曲想 にふ さわ しい表 現 を工 夫 しな が ら
、 適 切 な テ ンポ で合 唱 す る。

5学 習 指 導 の展 開
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享

(1>第3次 の 目標

・合 唱 の 基 本 事 項(姿 勢 ・発 音 ・発 声)を 確 認 させ る。

・歌 詞 の 内 容 や 曲想 を感 じ と り、明 確 な イ メ ー ジを もたせ る。

(2)展 開

指 導 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

}

・前時 の復習 ・そ れ ぞ れ のパ ー トの確 認 を す
●

・正 しい音 程 と正 確 な リズ ム が っ

る 。 か めて い る か 。

・伴 奏 に あ わせ て 合 唱 す る。 ・不確か な箇所 は取 り出 して、 繰

り返 し練 習 させ る。

・ グ ル ー プ づ く り ・4～5人 の グル ー プ に分 か れ ・同 じパ ー トの 中 で グル ー プ を っ

る 。 く ら せ る 。

・合 唱の基本 的事項 の ・前時 の録音を聴 き、感想 や印 ・記入用紙 を配布す る。

確認 象 、 気 が 付 い た こ とを グ ル ー プ ・客観 的 に自分 たちの演奏 を振 り

《発 声 ・発 音 ・姿 勢 》 ご と に話 し合 う。 か え って み て 、 実 際 に歌 って い る

時の印象 とどのよ うに違 って い る

の か を知 る。

・範 唱CDを 聴 き、 録 音 テ ー プ ・明確な歌詞 の発音 や、豊 か で よ

と比較 して、 自分 たちの演奏 と く響 く発声 にっ いて気付 かせ る。

ど こが 違 うの か を 考 え る。 ・強弱や速度 の表現 にっ いて も注

・昨 年 度 の 校 内 合 唱 コ ンク ー ル 意 させ る。

の録画(特 に優勝 ク ラスや上級

生 の演奏)や オペ ラのLDを 視

聴 し、 口の開 け方や姿勢 につ い

て 確 認 しあ う。

・学級委員(ま た は音楽係)が

司 会 を して 、 各 グ ル ー プで 話 し

合 っ た内容 を ま とめ る。

・話 し合 いででた結論 に基 づ き

合 唱 して み る。

・歌詞 や曲想 にふ さわ ・歌 詞 を朗 読 す る。 ・は っ き り と大 きな 声 で 明 確 に発

しい表現 を工夫す る。 音 させ るよ う にす る。

・全 体 を 四 っ に分 け、 そ れ ぞ れ ・A一 ①(み ど りの だ い ち を ～ そ

の部 分 は どの よ うな イ メ ー ジを らをみよ うみあげ よう)

もって演奏す るのがふ さわ しい A一 ②(ゆ め が きぼ うが ～ お お

か 、歌詞 と旋律 を照 らし合 わせ そ らをかけ るよ)

な が ら、 グル ー プ で話 し合 う。 B一 ①(っ らな るや ま なみ の ～

ゆきをみよ うみあげ よ う)

m②(ゆ あが きぼ うが～ ひ ろ

が る よ)

一11一



i

・言 葉 カ ー ド(明 る い
、 楽 し い 、

あ た たか い、 い きい き、 … … 等 約

50種)の 中 よ りふ さ わ しい も の を

選 び出 す 。(複 数 可)。

・色 紙(20色)の 中 よ り
、場 面 に

応 じた色彩 を選択 させ る。

・学級 委員 が司 会を し、各 グル甲

プ の意 見 を ま とあ る。

・全 員 で合 唱 す る。 ・話 し合 いで出た結論を もとに

工夫 して合唱す る。

・ ま と あ ・本 時 学 習 した こ とを 確 認 し、

さ らに合唱 を充実 させて い くこ

とを予告す る。

1年()組()番

1LD・CD・ ビデ オ を視 聴 して気 が付 い た ことや 学 ん だ こ とを 話 し合 い ま し ょ う。

気 が付 い た こ と ・印象 ・学 ん だ こ と

発 音

口 の 開 け 方

発 声

姿 勢

そ の 他

2A一 ① 、A一 ② 、m① 、B一 ② そ れ ぞ れの部 分 は どん な感 じで演奏 した らよいで し ょ

うか 。 黒板 に掲 示 して い る言 葉 カー ドの 中 よ り、 場 面 に適 した ものを選 び出 しま し ょう。

ま た そ れ ぞ れ の部 分 は何 色 を イ メー ジ します か 。 色 紙 よ り選 び出 しな さい 。

言 葉 カ ー ド イ メ ー ジ色

A-O
み ど りのだ い ち を～ そ ら

を み よ うみ あ げ よ う

A-O
ゆ めが きぼ うが～お おそ

らをか けるよ

p
っ らな るや まな み の ～ ゆ

きを み よ うみ あ げ よ う

p
ゆめが きぼ うが～ ひ ろが

るよ
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指導 事例2【 歌唱2】 題材名 「名づ け られた葉 」 第二学年

1題 材設定 理由

「名 づ け られ た葉」 は、生徒が生 き生 きと主体 的に歌 わせ る指導 を させ るために、大 変適

した教材 であ ると考え、本題材で取 り扱 う。その理 由 は、① 曲想 が詩 と深 く結 びっ いている。

② 曲を表現 す る上で、 イメー ジを思 い浮かべ させた り、深 く掘 り下 げて考 え させ る ことが で

きる。③詩 の内容、言葉 を意識 して歌 わせ る指導 が しやす い。以上 であ る。

2指 導 目標

(1)歌 詞 の内容 を理解 させ、曲の イメー ジを感 じ取 らせ る。

② 曲想 を理解 させ、曲のイ メー ジにふ さわ しい表現 を工夫 させ る。

(3)正 確 に歌 う練習 を通 じて、 自信 を もたせ る。

(4)表 現す る こと、曲を仕上 げ る喜 びを味わわせ る。

(5)調 和 の とれた合唱 に仕上 げ る。

3教 材

「名づ け られた葉」 新川和江作詞 飯沼信義作曲

参考 曲 「名づ け られた葉」 新川和江作詞 加賀清孝作曲

4指 導計 画(6時 間扱 い)

第1次 の指導内容

・楽譜 を見 なが らCDに よ る範唱鑑賞、詩 の音読 を し、曲の雰囲気 をっか む。

・調 、拍子、音符、休符、記号、標語 の確認をす る。

第2次(2時 間扱 い)の 指導 内容

・パ ー ト練習(パ ー トリーダーを中心 に)と 部分的 なハ ーモニー練習。

ソプ ラノと男子、 ソプ ラノとアル ト、3っ のパ ー トと合わせ る練習をす る。

・拍数(伸 ばす音、休符)、 記号 、標語 の理解 と表現 。

第3次(2時 間扱 い)の 指導 内容

・詩 の内容や曲か らイメー ジを膨 らませて、表現す る方法の工夫をす る。

同 じ歌詞 の作曲者の違 う曲 との聴 き比べ、 イメー ジ画等 を通 して 自分の表現 したい こ と

を確認 させ る。'

第4次 の指導 内容

・ま とあの合 唱

自分 た ちの工夫 したことを、伸 び伸 び表現 す ることを 目指 す。美 しい響 き、バ ランスを

考 え る。

5学 習 の展 開

(1)第3次 の 目標

① 記号 、標語 の意 味か ら曲を表現 す るだけに とどま らず、 曲のイ メー ジ、詩 の内容 を演

奏 に生 かせ るよ うに考 え させ る。

② 表現力 を高 め る努力 を させ る。
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② 学習指導の展開(第3次)

指導内容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

前 時の復 習 に 「名づ け られ た葉」を合唱す る。 ・姿勢等 に気 を付 けて歌 えたか。

よ る導入 演 奏 を テ ー プ に録 音 して お く。 ・意欲的 に伸 び伸 びと歌 えたか。

・正 しい音 程 で 歌 え たか 。

曲の聴 き比べ 同 じ詩 で 作 曲 され た 、 も う一 っ の ・自分 の感 じた ことを は っ き り と発 表 で

「名づ け られ た葉 」 を聴 き、 曲か きたか 。

ら受 ける印象を 自由に発表す る。 ・他 の人の意見 も受 け入 れよ うとす る雰

囲気が見 られ たか。

・できるだ け多 くの意見 を取 り上 げ る よ

うに配 慮 す る。

二 っの曲 に共通 す る曲想 の部分、 ・なぜ その よ うな曲 想 に な って い る の か

異 な る曲想 の部分 について、 曲中 を、 詩 と の関 わ りの 中 で考 え させ る。

か らあ げ る。 ・同 じ思 いを伝え るために、違 う方 法 を

二 人の作曲者 が曲を通 じて、何 を 用 い る こ とが あ る こ と に気 付 か せ る。

伝 えよ うと してい るのか話 し合 い ・作詞者、作曲者の思 いを自分 の こと と

発 表 す る。 して意 識 し演奏す る大切 さに、気 付 か

せ る 。

イ メ ー ジの 具 詩 の中で最 も印象的 な部分を絵 で ・曲の流 れを考 えて、動 きのある映 像 と

象化 表 わす 。 して と らえ るよ うに 指 導 す る。動 き の

あ る部 分 は文章 で補 うよ うにさせ る。

表現の工夫 絵 や言葉 で表 わ した部分 につ いて ・記号 や標語 があ る場 合 はその裏 に あ る

表現 を工夫す る。 心 の動 きを考 え させ る。

・記号 や標語 がつ いて いない部分 は、 具

体 的に記号 や標語等をあて はめてみる。

録音 したテープを聴 いて、表現 が ・うま く表現 で きて い る部 分 につ いて は、

十分 で きているか、工夫で き る所 何 が良 か ったのか具 体的 に話 し評 価 し

は ど こか を考 え る。 て や る こ と に よ り 自信 を 付 け させ る 。

合唱での表現 詩 にそ って工夫 できる部分を発 表 ・見 過 ご して い る細 か い部 分 につ い て は

す る。 楽 譜 に メモを しなが ら聞 く。 教 師 が 指摘 した り、 助言 した りす る 。

工夫 した部分を実際 に合唱す る。 ・自分 が表 現 した と思 って い る程 、 聴 く

2っ の グ ル ー プに分 け、聴 き合 う。 人 には伝 わ らない ことに気付 かせ る。

(表現 しやす い部分を取 り上げる。)
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指 導 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・何 も考 え な い で歌 う よ り、 何 か

を伝 えよ うとす る気持 ちを持 っ

て歌 った時 は聴 く人 に訴 え る も

の が あ る こ とに 気付 か せ る 。

表現力の向上 曲の初 めか ら表現の練習をす る。 ・記 号 や標 語 だ け に と らわ れず 、

区 切 って 練 習 す る。 一つ一つ の言葉 の意 味を大切 に

歌 うよ うに配 慮 す る。

。聴 く人 に伝 わ るよ う に少 し オ ー

バ ー に表 現 す るよ うに助言 す る。

歌詞を理解 し、曲 の雰囲気 を意

識 して全曲 を合唱す る。

演奏を再度録音す る。

ま と あ 録音 した演奏を聴 き、感想 を発 ・十分表現 で きた所、 まだ不 十分

表 す る。 な と ころ を確 認 させ る。

最初 の録音 テープとの比較。 ・表現す るために は聴 き とる力 が

不可欠 な ことを理解 させ る。

進歩 した点、 まだ改善すべ き点

を 確 認 す る。

6生 徒一人一人 が生 き生 きと活動 す るための工 夫

生 徒 は自分 が興味 を もて ること、得意 な ことを して いる時 は生 き生 き と活動 して いる。 教

科 の活動 の中 にで きるだ け多 く、個々の生徒 が興 味を もった り、得意 な内容 を取 り入 れ る こ

とによ り一人一人 が生 き生 きと活動 す る場面 を作 り出す ことが可能 になる と考 えた。

歌 うこ とが苦手 で も音楽 を聴 いて イメー ジを膨 らませた り、絵を描 いた りす ることは好 き

な生 徒 がい る。意見 を述 べた り、絵 を描 いた りす る作業 を通 して、楽 しく授業 に参加 で きた

生徒 もいた。最初生徒 に とって、イ メージを絵 で表 す作業 は難 しく、歌詞 をそのま ま絵 で表

現 しよ うとしていた。練習 が進 むにっれて深 く詩 を読 み とる力がっ き、次第 に イメー ジも豊

か になった。又絵 で表 す ことが困難 な表現 は文 章で補 う等工 夫が見 られ るよ うにな った。

この よ うに して表現す るとい う点 で も自分 の意志 が聴 く人 に伝わ り、感動 を与 え るこ とが

で きるこ とを知 り、喜 び と自信 にっなが った。

一 人一人が生 き生 きと活動す るために は
、教 師の姿勢 、指導 が マ ンネ リにな らな いよ う、

常 に授業 の中 に新 しい発見 や喜 びを求 め、生徒 と共有 してい くことが大切で あ る。
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指 導 事 例3【 歌 唱3】 題 材 名 「豊 か な響 きで合 唱 しよ う」(第 三 学 年 選 択 音 楽)

1題 材 設 定 理 由

ア カ ペ ラは 、合 唱 の原 点 で あ る と言 わ れ て い る。 伴 奏 な しに声 の み で歌 い合 わ せ る こ と に

よ り他 の パ ー トに注 意 を払 い聴 き合 った り、全 体 の響 きに対 して 鋭 敏 とな って 、 ハ ー モ ニ ー

感 を育 て る の に役 立 つ か らで あ る。 そ こで 、 ア カ ペ ラで歌 う混 声 四 部 合 唱 曲 を 、生 徒 自 ら取

り組 み 、 工 夫 して歌 う とい う主 体 的 な学 習 活 動 を通 して、 よ り表 現 力 を高 め る学 習 を め ざ し

て 、本 題 材 を設 定 した 。

2指 導 目標

(1)ア カ ペ ラの混 声 四部 合 唱 の美 しさ、楽 しさを味 わ わせ る。

② 美 しい ハ ー モ ニ ー 、豊 か な響 きに よ る表 現 を工 夫 させ る。

(3)主 体 的 な音 楽 活 動 の仕 方 を 身 に付 け させ る。

3教 材

「オ ー ラ リー」(混 声 四部 合 唱)安 田二 郎 作 詞 プ ー ル トン作 曲

「い ざ たて 戦 人 よ 」(混 声 四部 合唱)藤 井 泰 二 郎 作 詞 グ ラナ ハ ム作 曲

4指 導 計 画(4時 間扱 い)

第1次(1時 間扱 い)

・ビデ オ 「天 使 に ラ ブ ソ ングを 」 か ら ア カペ ラの合 唱 を聴 かせ 、響 きの美 しさ合 唱 の 楽 し

さを 味 わ わせ 興 味 を もた せ る。

・ア カ ペ ラの意 味 を知 らせ る。 「オrラ リー」 の 範 唱 を聴 か せ 曲 の 感 じを っ か ませ る と と

もに、 ア カ ペ ラで歌 う意 欲 を もた せ る。

・パ ー ト リー ダー 中心 に 、 各パ ー トの音 取 り と、2～3回 合 唱 し録 音 す る。

第2次(2時 間 扱 い)

・E・ プ レス リー が歌 った 「Lovemetender」 を 聴 か せ 「オ ー ラ リー」 の 旋 律 を 使 っ て

い る こ とを知 らせ 、 この 曲 にっ いて説 明 す る。

・グ ル ー プ ご とに 、発 声 や発 音 、歌 詞 の 内容 、 曲想 に気 を付 け な が ら、 他 の 声 部 と調 和 す

る合 唱 表 現 の工 夫 を話 し合 わ せ る。

・グル ー プ練 習 を行 い、 発 表 す る。 ま た そ れ ぞ れ の演 奏 に っ い て感 じた こ とを発 表 させ る。

・ 「い ざ た て戦 人 よ」 の 範 唱 を聴 か せ 、「オ ー ラ リー」 と聴 き比 べ 、 曲 か ら受 け る 印 象 の

違 い や楽 譜 上 の違 いな ど にっ いて理 解 す る。

・ 「オ ー ラ リー」「いざたて戦 人 よ」 の表現 の工夫 を生 か し、パ ー ト練 習 、合 唱 、録 音 す る。

第3次(1時 間扱 い)

・第1次 、第2次 の録 音 を聴 き、 そ れ ぞ れ の 曲 の 表 現 の工 夫 した 点 の 成 果 を 聴 き比 べ る。

・ 「オ ー ラ リー」 「い ざ た て戦 人 よ」 の ア カ ペ ラで 歌 う混 声 四 部 合 唱 の 美 し さ 、 楽 しさ を

味 わ わせ 、 合 唱 に対 す る意 欲 を 高 め 、 美 しいハ ー モ ニ ー と豊 か な響 きで歌 わ せ る 。

5学 習 指 導 の展 開

第2次(1時 間 目)の 目標

・ 「オ ー ラ リー」 の 曲 にっ いて知 らせ 、 グル ー プ ご とに豊 か な 合 唱表 現 の 工 夫 を させ る。

・主 体 的 な合 唱活 動 に 取 り組 ませ 、 美 しいハ ー モ ニ ーで歌 え るよ う に努 力 させ る 。
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展開

指導内容

発声練習

既習曲で発声

前時の復習

曲の内容 の理

解

工の現表唱合

夫

グ ル ー プ ご と

の 発 表

感想の発表

全員で合唱

学 習 活 動

・ 「ソ ー ア ー オ ー 」 「ア ア ア ア ア 」

「ラ ラ ラ … 」 半 音 づ っ 上 下 す る 。

・生 き生 き と歌 う。

・ 「オ ー ラ リ ー 」 を 合 唱 す る
。

・E・ プ レ ス リ ー の 「Loveme

tender」 を 聴 く 。

・ 「オ ー ラ リ ー 」 の 曲 に っ い て 感

じ た こ と を 発 言 さ せ る 。

指 導 上 の 留 意 点

・声 を 出 そ う とす る意 欲 が 見 られ るか 。

・姿 勢 、表 情 、 口 の 開 け方 な ど を確 認 す

る。

・主 体 的 に歌 お う と して い るか 。

・美 しい発 声 で歌 う こ とが 出 来 る か 。

・ハ ー モ ニ ー が よ く響 い て い るか 。

・音 程 が正 し く とれ て い るか 。

・ 「オ ー ラ リー」 の旋 律 を使 って い る事

に気 付 い たか 。

・ゆ っ た り と した ハ ー モ ニ ー の 変 わ っ て

い くと ころを 感 じ と った か 。

・各 パ ー ト2名 づ っ の グ ル ー プ を

作 る。

・グ ル ープ ご と に表 現 の 工 夫 に っ

い て話 し合 わ せ る。(発 声 、発 音 、

歌 詞 の 内容 、 曲 想 な ど)

・グ ルー プ ご とに合 唱練 習 をす る。

・グル ー プ で工 夫 した点 に っ い て

発 表 す る。

・演 奏 す る。

・各 グル ー プ の発 表 を鑑 賞 し、 そ

の表 現 の技 能 や工 夫 に つ い て 感 じ

た こ とを発 表 す る。

'「 オ ー ラ リー」 を合 唱 、録 音 。

・ 「恋 人 に 思 い を は せ て 歌 わ れ た 曲 」

「別 れ の歌 」 で あ る こ とを知 らせ る。

・発 声 、 発 音 、 歌 詞 の 内容 、 曲 想 に 気 を

付 けて 歌 う ことが 出来 た か 。

・曲 の 内容 を理 解 しな が ら、 強 弱 や 表 情

を意 識 して表 現 す る こ とが 出来 た か 。

・そ れ ぞ れ の グ ル ー プ の良 か った 点 や 工

夫 す べ き点 に っ いて 気 付 く こ とが 出 来 た

か 。

・他 の声 部 を 聞 いて 、 ハ ー モ ニ ー を 合 わ

せ て い るか 。

・一 人 一 人 の生 徒 が主 体 的 に合 唱 表 現 を

して い るか 。

・本 時 で学 習 した こ と に気 を 付 け て 合 唱

して い るか 。
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事 例4【 器 楽1】 題 材 名 「リコー ダー を中 心 と した器 楽 ア ンサ ン ブル、合 奏 の楽 しみ」

'第 一 学 年 及 び第 二 学 年

1題 材 設 定理 由

中 学 校 に入 り初 めて 学 習 す る ア ル ト リコー ダ ー の練 習 が 進 にっ れ 、 徐 々 に そ の技 術 に差 が

生 じて く る。 そ の よ うな時 で も楽 し く器 楽 の 演 奏 が 出 来 る よ うに い くつ か の・ぐ一 トを 設 け 技

術 の 差 を捕 いな が ら、 楽 し くア ンサ ン ブルが 出 来 る よ うな工 夫 が 大 切 で あ る 。様 々 な 表 現 が

可 能 な リコー ダ ーを 中 心 に ギ ターや 打 楽 器 等 を 加 え 編 成 を工 夫 した。 ま た、 グル ー プ で 協 力

しな が ら学 習 し、音 楽 の 美 しさ、 楽 しさを 感 じ取 らせ 、主 体 的 に ア ンサ ン ブル や合 奏 を 行 う

こ とを ね らい 、本 題 材 を 設 定 した。

2指 導 目標

(1)ア ンサ ンブ ルを 通 じて 、生 徒 一 人一 人 が責 任 を もって 自分 の パ ー トを 主 体 的 に演 奏 す る

気 持 ち を育 て る。

② グ ル ー プ練 習 を通 じて 、協 力 や 励 ま しの心 を 養 う。

(3)ハ ー モ ニ ー の美 しさ、 リズ ムの お も しろ さを感 じ取 らせ る。

(4)発 表 に 向 け て意 欲 的 に取 り組 み 、演 奏 の工 夫 を主 体 的 に で き るよ うに す る。

3指 導 計 画

第1次(5時 間 扱 い)の 指 導 内容

・ソ プ ラノ リコー ダー 、 アル トリ頴一 ダー、 バ ス リコー ダ ー 、木 琴 、鉄 琴 の パ ー ト分 け を

行 う。

・曲想 を 把握 し、 パ ー ト練 習 、 グル ー プ練 習 を行 う。

・ リー ダ ーを 中 心 に合 わせ る練 習 をす る。

・発 表 に 向 けて グ ル ー プで 協 力 して 練 習 す る雰 囲 気 を っ くる。

第2次(4時 聞扱 い)の 指 導 内 容

・グ ル ープ編 成 と リコー ダ ー と ギ タ ーパ ー トの 練 習 を す る。

・グル ー プ ご とに 演 奏 した い曲 を選 び、 使 用 す る楽 器 とパ ー トを 決 め る。

・ハ ー モ ニー を 感 じなが ら曲 想 や リズ ムを工 夫 させ て
、 グ ルー プ練 習 を させ る。

・グ ル ープ ご とに ア ンサ ンブ ルの 発 表 を させ
、最 後 に全 員 で合 奏 す る。

4指 導 の展 開

第1次(3時 間 目)の 指 導 目標

・各 自 の役 割 を理 解 し協 力 して練 習 で き るよ うに す る。

・グ ル ー プ で合 わ せ る こ とを重 視 し、 ア ンサ ン ブル を完 成 させ る。

第1次 の教 材 「旅 愁 」 オ ー ドウ ェイ作 曲

こ の教 材 は教 科 書 で は歌 唱 教 材 と して扱 って い るが 、親 しみやす く、 また歌 うこ とに よ っ

て 全体 の 曲 想 を っ か む こ とが 出来 る。主 旋律 は アル トリコー ダー、他 に ソプ ラノ リコー ダー 、

バ ス リコ ー ダ ー、 木 琴 、 鉄 琴 を使 って ア ンサ ン ブルが で き る よ うに した
。

‐is
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展開

指導内容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

本時の目標 を 各 自の練習 目標 を理解す る。 各 自が 目標を しっか り理解

知 らせ る す る為 にパ ー ト毎 に丁 寧 に

説 明 す る。

パ ー ト練 習 自分 の パ ー トを各 自練 習 す る。 わ か ら な い こ と 各パ ー ト毎 に集 めて指 導 す

は グ ル ー プで 協 力 して 教 え 合 うよ う にす る。 る。他 のパ ー トと ど の様 に

パ ー ト毎 に教師の指示で集 まり練 習す る。 合 うの か確 認 させ る。

(主旋律を教師が演奏す

るな ど して合 わせ て み

る)

評価 の観 点 自分のパ ー トの練習 に集中 して いるか。 グル ープ毎 に協 力 して練習 して

い るか 。 各 パ ー トの リズ ムを理 解 して い るか 。

グループ形 態 グ ル ー プ毎 に リー ダ ー を 中心 に ア ンサ ン ブル の 各 パ ー トが ア ンサ ンブ ル の

での合 奏 練習をす る。 中で どのよ うな動 きが あ る

譜面台を人数分用意 しアンサ ンブルの形態を しっ か理解で きるよ うに助 言 す

か りっ く って 練 習 す る。 る 。

演奏の速度 を決 め させ、 合

わせやす いよ うに工夫 させ

る 。

評 価 の観点 グループ毎 に協力 して練習 してい るか。 リーダーの合図 に合 わせ一 定 の

速度 で合 わせ ることがで きているかど うか。

発表 に向 けて 今 日の練 習の反省 会を行 い練 習カ ー ドに記 入す どのよ うな発表 を した らよ

の準備 る0次 回の発表 会に向 けて どのよ うな発表 を し い か グル ープ毎 に助言 す る。

て い きた い か話 し合 う。 意欲 的に練 習 に参加 で きた

班 で話 し合 った ことを発表す る。 か話 し合 わ せ る。

評価 の観点 グループ毎 に協 力 して話 し合 いがで きて いるか。本時の練習が意欲 的 で

あ っ た か 。

ll

練 習 カ ー ドの チ ェ ッ ク項 目

羅義{慧鷺i讐::㌫]欝簾 焚野
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第2次(4時 間 目)の 指 導 目標

・ハ ー モ ニ ー に気 を っ けて 曲想 や リズ ムを工 夫 した ア ンサ ンブ ル を発 表 させ 、 お互 い に 良

い と ころ を 確認 しな が ら聴 き合 わ せ る。

・ル ネ サ ンス、 バ ロ ックの 舞 曲 の楽 しさを味 わ わせ る。

・全 員 で 合 奏 す る こ とで 、 ア ンサ ンブル とは ま た違 った力 強 さ や音 の厚 み を感 じさせ る。

第2次 の教 材

「ア ル マ ン ド」 ジ ェル ベ ー ズ作 曲2分 の2拍 子

「ダ ン ッ」 ビッ トマ ン作 曲2分 の2拍 子

「メ ヌエ ッ ト」 バ ッハ作 曲4分 の3拍 子

3曲 と もル ネサ ンス、 バ ロ ックの時 代 の踊 りの曲 で、 古 い曲 だ が リズ ミカ ル で 楽 しい 曲 で

あ る。 ま た 、 ハ ーモ ニー も感 じ取 りやす く様 々 な工 夫 も しや す い。 主 旋 律 は ソプ ラ ノ リ コ ー

ダ ー 、 ア ル ト リコ ー ダー 、低 音 部 分 を ギ ター、 必 要 に応 じて テ ナ ー リ コー ダ ー 、 バ ス リコ ー

ダ ー 、 タ ンバ リ ン、 トライ ア ングル 、 オ ル ガ ン、 鉄 琴 、 タ ムを 使 用 す る。

展開

「#a導 内容 動 一 一 『「 「 誘 上 の留 意 薫「

ソ プ ラ ノ、 ア ル トリコー ダー 、 ギ ター等 自 分 が

演 奏 す る楽 器 の音 階練 習 を全 員 で行 う。

前 事 の復 習 を リー ダー 中心 に練 習 を行 う。

打 楽 器 の生 徒 は、 ソ プ ラ ノ

ま た は ア ル トリコ ー ダ ー の

練 習 を させ る。

正確 な音程 を確認 できたか。前時に いろいろと工夫 した ことが生 か され

て いるか。

ア ンサ ン ブル ・自分 た ちの グ ルー プ が工 夫 した点 を 発 表 し、 順 発 表 を 自信 を も って で き る

の 発 表 番 に ア ンサ ン ブル の演 奏 を行 う。 聴 き手 は他 の よ うに必 要 に応 じて助 言 を

グル ー プ の良 か った点 や工 夫 して い た点 に気 を .す る。

付 け な が ら聴 く

工 夫 した演 奏 を 主 体 的 にで きた か 。 ま た 、他 の グ ル ープ の演 奏 を し っ か

りと聴 くこ とが で きた か 。

他 の グループの良 か った点、工夫 して いた点 を 発表を聴いて自分が取 り入れ

発表す る。 てみたいことを考えさせる。

合奏 「感想」 の内容 に気 を付 けなが ら3っ の曲 を全 打楽器 に様 々な リズムが出

員 で合奏 す る。 て くるが、力強 さを味 わ う

ことをね らいそのま ま演 奏

1さ せ る・

評価 の観点 ア ンサ ンブルとは違 った響 きや音 の厚 みを感 じる ことが で きたか。

[ 一二
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事例5【 器楽2】 題材名 「いろいろな楽 器によ るアンサ ンブル、弦楽合奏 の指導」

2、3年 選択音楽(器 楽)

1題 材設定 の理 由

選択音楽 の器 楽指導 のア ンサ ンブル、合奏の可能性 を考 えた時、各学校 の楽器事情 に大 き

く影響 を受 けると思われ るが、 この事例で は、 リコーダー、ギ ター、キーボ ー ド、打楽器 、

マ リンバ、 アコーディオ ン等の、多 くの学校 にあ ると思 われ る楽器 を使用 しての ア ンサ ンブ

ルの年 間計 画 と、弦楽器を使用 しての合奏の指導計 画 と指導案 を示 す。

弦楽器 は西洋音楽 の中で特 に合 奏や、 ア ンサ ンブルにおいて重要 な楽器 であ る。 オーケ ス

トラで は、弦楽器 は中心 的存在 であ り、 ア ンサ ンブルにおいて も、弦楽 四重奏 な ど多 くの作

曲家が作品 を残 してい る。西洋 の音楽 を楽器 で演奏す る場合 、その曲の原 曲 は弦楽器の た め

に書 か れた作品 が多 いので はないか と思 われ る。 この ことか ら、その弦楽器 を演 奏 し、弦 の

響 きを 自分 で体験す ることや、奏法 を学 ぶ ことは、生徒 に とって大変貴重 であ る。

また選択音楽 の器楽 は、人数 が少ない場合 も多 く、楽器 をそろえ ることも容易 であ る こ と

か ら、弦楽器 を使用 しての指導 の可能性 が増す のではないか と考 え、本題材 を設定 した。

2学 習 目標

(1)必 修音楽 の学習基盤 に立 ち、 その体験 や技能 を生か し、発展的 で豊かな音楽体験 をす る。

(2)未 体験 の楽器 に触 れ、基本的 な奏法 を覚え、演奏を楽 しむ。

(3)自 主的 ・協力的 な態度 で根気 よ く練習 し、 ア ンサ ンブルの楽 しさを味 わ う。

(4)弦 楽器を演奏す る ことによ り、その響 きのす ば らしさを体験 し、弦楽合奏 の醍醐 味 を経

験 す る。

3年 間指導計画(器 楽)

学期 指 導 項 目 指 導 内 容 使 用 楽 器

i リコー ダ を 中 心 に 興 味あ る楽器 の試奏 、 グループ編成 、 リ コ ー ダ ー 、 ギ タ ー 、 キ ー

学 した ア ンサ ン ブル 選 曲、演奏発表 ボ ー ド、 打 楽 器 、 マ リ ン

期 バ 、木 琴

2
弦楽器の合奏 弦楽器 の合奏 での重要性 を認識す る。

弦楽器 の基本的奏法 を会得す る。

バ イ オ リ ン、 ビオ ラ 、 チ ェ

ロ 、 コ ン ト ラ バ ス

学

期
簡単 な合奏 曲を練習 し、弦楽合奏 の響

きを体 験 す る。

3 多様 な楽器 による 弦楽器 を含 めて いろいろな楽器を生 徒 弦 楽 器 、 リ コ ー ダ ー 、 ギ

学 ア ンサ ンブ ル 自身で選択 し、学年 の終わ りに演奏 会 タ ー 、 キ ー ボ ー ド 、 マ リ

期 を 行 う。 ンバ 、 打 楽 器 等

4教 材

交 響 曲 第9番4楽 章 「歓 喜 の歌 の テ ー マ」 ベ ー トー ベ ン作 曲

オ ー ケ ス トラ導 入 の た め の メ ソー ド(全 音 出版)
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5指 導計 画(9時 間計画)弦 楽合奏の指導

第1次(2時 間扱 い)・ 弦楽 器の重要性 を説 明、弦楽器 の構 え方、弓 の持 ち方 の指導 。

・ボーイ ング、音階練習

第2次(2時 間扱 い)・ ボーイ ング、音階練習、ユ ニゾ ンで弾 ける簡単 な曲 の練習 。

第3次(5時 間扱 い)・ ボーイ ング、音階練習 と 「歓喜 の歌の テーマ」の練習、発表 。

6指 導 の展開(第8時)

指 導 項 目 学 習 内 容 指導上の留意点

楽器の準備 ・正 しい楽器 の構え方を指示 し
、楽 器 ・楽器 の構 えを

ボ ー イ ン グ、音 階 練 習 が響 くよ うに しっか り弾 く。 チ ェ ッ ク 。

導 ・音 程 を しっか り取 れ るよ う練 習 す る
。 ・指 の押 さ え る

・指 使 い、 ボ ーイ ング等 を確 認 す る。 位置の確認 。

。 リズ ム、旋 律 を覚 え る。

入

・各 パ ー トを弾 き、要 点 を ・同 じパ ー ト内 で 協 力 して練 習 す る。 。パ ー ト 内 の リ

説 明 す る。 ズ ムを合 わせ る。

・各 パ ー トで練 習 に入 る。

・楽器 ごとに準備室 に呼 び

細 か く指導す る。

展 ・全 体 を 回 りなが ら、 で き

ない生 徒 に個別 指導す る。

・各 パ ー トご とに み ん な の ・自分 のパ ー ト以 外 の リズ ム を聴 いて ・ ボ ー イ ン グ を

開 前 で 弾 く。 覚 え る。 パ ー トで合 わ せ

・各 パ ー トか らで き る生 徒 ・模範合奏を聴 き、合奏 した ときの響 る 。

を選 び模範合奏 をす る。 き を聴 き、 合 奏 にお け る 自分 の パ ー ト

・2っ の パ ー トを 合 わ せ る
。 の役割を知 る。

・3っ の パ ー トを 合 わ せ る
。 ・他 の パ ー ト の

リズムを聴 き音

ま
・合 奏 を す る。 ・他 のパ ー トの動 きに注 意 しな が ら 自 程 を合わせ るよ

と

・片 付 け 分 のパ ー トを丁 寧 に弾 くよ うにす る。
うに す る。

め

7弦 楽器 の指導 にお ける有効性

弦楽器 の指導 は一 見大変 に思 われ るが、下記 に示す弦楽器 の共通性 と管楽器 の比較 を考 え

る と指導 しやすい面 も多 い。
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4

・バ イ オ リンか ら コ ン トラバ ス ま で大 きさ は違 うが 形 は 同 じで あ る。

・弦 の 数 は4本 で あ る。 弓 を使 い そ の奏 法 は 、共 通 して い る。

・バ イ オ リ ン の 調 弦 は 太 い ほ う か ら 、G、D、A、E、 コ ン ト ラ バ ス の 調 弦 は 、 細 い ほ う

か らG、D、A、Eで あ る 。 ビ オ ラ と チ ェ ロ の 調 弦 はC、G、D、Aと 同 じ で あ る 。

・バ イ オ リン と ビオ ラの楽 器 の構 え は同 じで あ る。

・指 の押 さ え方 、 ビ ブ ラー トの基 本 は、共 通 して い る。

・音合わせ の方法 も4度5度 で どの楽器 も共通 してい る。

そ の ほか に も、 共 通 して い る こ と も多 くあ り、基 本 とな るバ イ オ リ ンの 知識 を あ る程 度 学

習 し、 ボーイ ングと各楽器 の音 階の指使 いを理解 していれば、全 く弦楽 器をや った ことの な

い指導者で も指導 は十分可能 であ る。

も う一 っ の利 点 と して は 、 リコー ダー な ど の弦 楽 器 は 口 に含 む もの で 生 徒 同士 の使 い 回 し

は、衛生的 でない点 もあ るが、弦楽器 はその心配 はない。また管楽器 は、音 を 出す部分 が 口

の中で指導 しに くいが、弦楽器 は指導 すべ き所 がすべて見 えてい ることか ら、適切 なア ドバ

イ スを生徒 にす ることがで きることは、指導 の有利性 にな ると思 う。

資料
・〈練習カー ド〉

目 標 「

」 組 班

パ ー ト

名 前

ソノラノ ア●ト ア島 ト ア応卜'軍 λ6,き ら て?きゐ 班

1

回

目

2

回

目

3

回

目

発

会

自分のパー トの眞習に集中できたか

自分のパー トは出来るようになったか

敦え合うことが出来たか

目分のパー トの練習に条中で きたか

自分のパー トは出来るようになーたか

班で合わせ ることが出果たか

自分のパー トの線冒に寮中で きたか

自分のパー トは出来るようにな,た か

班で合わせ るこ とが出来たか

演妻の工夫にっいて話合い実行 したか

班で話し合 って濱奏について感想をまとめましょう

演奏全体の評価()

Nま とめ

アンサ ンブルをfi人 ～7人 の グループで行うと、各パー トの人数が少ないこともあ ってか

一人一人が貴任を持 って、自主的に糠習する姿が多 く見 られた。比較的器楽の濱奏が苦手な

生後が、易 しいパー トに取り組み演奏できたことによって、グルー プの一員として演費に参

加で きた喜びが 自信 につながったところ もあ,た ようである。一方、ア ンサンブルの形態で

の授婁は一斉授票 と運い目の行 き届かないところもあり、生後の気がgん でしまう場面 もあ

る。 日頃から授業に対する心構え を指導 してお く必要がある。今回の授棊では、まだ まだ改

醤するべ き点も残 っr_n<,今 後 も生徒が楽し く、生 き生きと活勤で きる授案を 目指 して、教

浜 辺 の 歌 リ コ ー ダ ー 練 習 カ ー ド

2年 〔)組(〉 番氏名

【 ①高レ ・ソ ・シ の櫛つかいを理解しできるようになったABC

②B分 の6柏 子の リズムを理解 しリズムにの って濟奏できたABC

回

悩みを書 こう

目

2 ①高レ ・ソ ・ン の指つかいを理解しで きるよ うになったABC

②8分 の6拍 子のリズムを理解 し1」ズムにの って演奏できたABC

③高レの音をきれいに出すことができたABC

回 ④歳後までっづけて演奏することができたABC

悩みを書こう

目

3 ①高 レ ・ソ ・シ の指つかいを理解 しで きるように鉱ったADC

②8分 の6珀 子のリズムを理解 しリズムにのって旗奏で きたABC

③高レの音をきれいに出すこと那できたABC

回 ④最後までつづけて漬奏することができたABC

⑤強弱などを工夫 して曲の雰囲気をつくることができたABC

悩みを盲こう

目

テ 運指ABC 感想を書きましょう

リ ズ ムAgC
「
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IV研 究のまとめと今後の課題

1研 究 のま とめ

本年度 の研究員 は、次 の ことを念頭 に置 き研究 を進 める こと とした。

(1)研 究員 の所属校 の授業 や生徒 の実状 などの情報交換を研究 の基本 とす る。

② 情報交換 を基 に課題 を抽 出 し、課題 の背景原因 を考察す る。

(3)仮 説 を設定す る。

(4)学 習指導要領 の理念 に立 ち返 り、研究主題 を設定す る。

生 徒一人一人 が自 らが進 んで良 い音楽 を求 め、理解 し、生涯音楽を愛好す る基礎的 な能 力

を育 成 させ たい とい う願 いを基 に、各学校 におけ る現状 と課題 の検討が行 われた。

特 に、表現領 域 の授業 において、生徒 に主体的 にかっ生 き生 きと表現 させ ることの難 しさ

や悩 み と ともに、意見交換 が進 むにっれて、 さまざまな指 導法 の工夫が出 された。この結果、

表現 領域 におけ る授業 において、生徒一人一人 が主体的 に生 き生 きと活動 で きる場面 を いか

に作 りだすか が本年度 の課題 として浮 かび上が り、研究主題 を設定 した。

研 究 は表現領域 を中心 と して進 め られた。 その理由 は、合唱や器楽 といった中学校 の授 業

の中心 で ある活動 が、教 師主導 の活動 にな りが ちで あるという各研究員の意見を受 けた こ と

によ る ものである。 また、生徒 の動 きを把握で きることか ら具体的な指導方法 の工夫が しや

す い と判断 したか らであ る。 しか し、鑑賞領域 に関す る研 究 は今後 の課 題 と して残 る こと と

な った。

生 徒一 人一人が生 き生 きと活動す る ことの意義 と して、

(1>主 体 的 に行 う表現活動を通 して、得 られた 自信 や喜 び は授業 に対す るさ らなる意欲 へ と

っ なが る。

② 合 唱やで合奏で は、聴 き合 い、助 け合 い、工夫 し合 うことで人 間関係を深めるとともに、

存在感 を養 うことが出来 る。

③ 音 を楽 しみ、 自己を表現す るという音楽本来 の姿 を通 して生涯音楽 を愛好 す るための知

識 、技能 、態度を育て ることがで きる。

指導法 の工 夫 にっ いて は特 に、導入、授業形態 、環境作 り、評価 の観点 か ら歌 唱 と器 楽領

域にっいて、生徒の発達段階を考慮 して、1、2、3年 と2年 選択、3年 選択の5事 例 とした。

2今 後 の課題

生徒一人一人 の個性を尊 重 し、主体 的に活動 させて行 くことが求 あ られてい る今 日、音 楽

科 において一人一 人の生 徒を、主体 的に生 き生 きと活動 させ るたあの指導法 の工夫 は今後 も

継 続す る必要 があ ると考 え る。そのためには、

(1)よ り主体 的に活動 させ るために は、生徒理解 を一層進 め ること。

(2)生 徒 の興味関心 を引 き起 こす教材 の開発 を一層進 める こと。

(3)教 師主導 の授業形態 を、一人一人 の生徒 が主体的 に感 じ、考え、表現 で きる形態 に改 め

るための工夫を一層押 し進 める こと。

(4>結 果 よ り過程 を重視 し、一人一人 の生徒 の成長過程 を、 もらさず見取 って い く評価 方 法

の工夫を一層進 ある こと。
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